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熊高STEAM教育の形

大学・研究機関地域企業・全国企業熊本高校生 行政・メディア等
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持続可能なSTEAM教育

未来図・わくわく

情報収集・連携

w i n ・ w i n

連携の課題
・高校生との価値創造
・経済・人材的に持続可能

学校の課題
・職員研修
・教育に集中できる環境

課題

課題

心に火をつける

どのように心の火をつけるか



本校の教育活動が外部の有識者や社会人、教育委員会に明らかになる点で、多くの示唆や提案、支援をいただくこ
とができているのは大きい。また授業報告の中にあるように、WWLの方向性に沿って総合的な探究の時間の活性化や、
三菱みらい財団など社会組織とのつながり、限られた条件の中ではあるが、海外との交流、そしてそれらの活動の成
果発表会などは本事業の成果であると考える。その他様々な多岐にわたる活動を行っているが、これはある種の「進
化の実験場」と見なせるのではないか。小さなプロトタイピングによって得られた知見をより大きな発展につなげて
いきたい。

・大学等との連携（武蔵野美術大学、国立中科実験高級中学等）による先進的な学びやグローバルな学びのネット
ワークを構築していること。・総合的な探究の時間の探究活動等の成果が、地域における実装につながっていること
（全国都市緑化フェアへの参加等）。

①生徒の中に積極的な外部との連携、社会貢献、情報発信などが見られる。（ただし、個人差はある。）
②ＩＣＴ活用が急速に進んだ。

報告資料の中に、先生のサポートの低下を感じている⼀方、外部の⽬標をもったり、メンバーで共有したり、学外の
人と連携するようになったという分析の⼀文がありました。きくらげや健軍商店街のプレゼンテーションからは、仲
間と共に学外へ向かっていく姿勢が強く認められ、探究心の伸びしろが増すという将来活きる成果が感じられました。
沢山ありますが、思い込みデザイン展、探究型教育の学生等の活動、成果のレベルの高さに驚きました。

社会連携、大学連携、さまざまな実験成果の中で、学生達が覚醒している様が検証されてることが素晴らしいです。
この活動が社会に広まる為に重要な軌跡を残していると思います。

探究活動を生徒の『発表』と『行動』を重視しながら実施し、成果発表会が年間行事として実施できるようになった
こと。この事によって、新学習指導要領の重点項⽬『探究』について、議論の土台に上げることができた。校内で
『教育研究課』として組織が立ち上がり、変革の機運を高めることができた。予算がない中で、かつコロナ禍であり、
協働的で対話的な学び等、様々な事を実行して行くことがかなり厳しかった。その中で、学校外のヒューマンネット
ワークには大変助けられた。連携先が繋がり、熊本高校の教育が『自前』から『社会との協働』へ動き出すことがで
きた。生徒が、探究の質が少しずつ高まっており、お互いに良い刺激を受けている。また、徐々に探究の外部大会で
も発表の回数や評価される場面も増えている。キャリア選択においても、今までよりも海外大学への進学希望や、

MAUへの進学など多様性もみられている。

成果



社会の動きを見ると、「誰も取り残されない社会」という観点や高校教育という観点から、WWL事業が⽬指すもの
は、生徒の育成に向けて高校教育が今後「現実に」⽬指していくべきものを示しているのであり、その内容は現実から
乖離した「実験的なもの」ではない。
このような本来希望に満ちた事業方針に対する自覚を十分に促すにいたっていないこと、具体的には、その方針に

沿った活動が教育全体で広く行われていないことが課題であると考える。コロナ後の動きを考えるときに、教職員の意
識の置き方によって、高校ごとの（学力や進学実績ではない真の教育的）「格差」が加速するのではないかと思われる。

・学校内での取組の広がり（生徒間・職員間）の把握。
・「探究の交響楽（総合的な探究の時間）をはじめ、様々な取組（ワクワク研究プロジェクト、留学デザインプログラ
ム等）の相互の関連、及び各科⽬等の⽬標（育成を⽬指す資質・能力）との関連についての考察。
・総合的な探究の時間の評価の充実（新学習指導要領に基づく評価）

①コロナ禍の中で休校や分散登校、活動制限などもあり、時間確保、国内外の外部との交流や活動が難しい状況がある。
②ゼロ予算事業であるため、外部招聘や生徒・職員の活動等が制限される。
③学校設定科⽬ＧＣＰの実施について校内外の要因から実施が困難になった。
④探究（総合的な探究の時間）について手探りで進めているが、職員間のコンセンサス、働き方改革、生徒の多様性な
どの視点から改善が必要。

SGH実施校、特に公立校においては、中心だった担当教諭が事業終了後にすぐに異動になったり、予算がなくなった事
により、また元の⼀般的な進学校に戻ってしまったように見えるケースもあります。多岐に及ぶ分野で、それぞれの外
部提携先があると、その関係維持自体が難しいタスクとなりますが、厳しい取捨選択の視点も取り入れ、その後に備え
ていく必要もあるかもしれません。

全てにおいて、素晴らしい活動で、しかもデータ収集されていることが素晴らしい。あえて課題があるとすれば、この
活動が日常の学生達の生活に染み込むプロセスを仕組まれた授業以外にどう装着して行くか？ではないかと思います。
学外：学外との連携やヒューマンネットワークが急速に進む中、そのリスト化、財産化していくこと。
生徒：忙しい高校生活において、バランスよく人間形成と学力向上へ学びの調節を行い、ワクワク・挑戦を高校生活で
増やしてほしい。
職員：学外との連携を正しく進め、自前主義・スモールネットワークから殻を破る職員を増やす。分からない、知らな
くても、教師として上に立つのではなく、生徒と同じ⽬線で、⼀緒に学び、⼀緒に成長する気持ちを持ち、時代が変化
していることを、生徒と共に考え、進めること。キャリア教育が役に立つことを⽬に見える化する。
管理機関：スクールポリシーを軸にして、探究の⽬線合わせが必要。県や学校単位で、意識の共有をさらに推進してほ
しい。

課題



展望

上記のことから、何らかのアクションを積極的に取っていくことが大切であると考える。そこから、本来の⽬的以上の
広がりや成果が出てくる。「これまでの経験や知識から機能的に考えることが、クリエイティビティを阻害する。」と
いう言葉の重要性を常に念頭においておきたい。

・これまでの熊本高校における取組の成果と課題の整理
・関係機関（大学、海外連携校、県外・県内連携校）との学びのつながりを強くする取組（オンラインによる協議）。
・国際フォーラムや大学先取り履修に関する制度に関する研究及び検討。
・熊本高校での取組成果の県内高校への普及（台湾との交流で使用したオンラインプラットフォームの周知・活用等）。

①新型コロナの状況を睨みながら、国際交流や県内外の高校生との交流などを通して、グローバルな観点での活動を強
化する。
②探究的な活動について、これまでの実績を振り返り、熊高らしい、かつ持続可能なあり方を構築する必要がある。
③「自前主義からの脱却」（中教審答申）の考えのもと、諸活動にこれまで以上に外部資源を活用する必要がある。
④WWL事業から熊本県イノベーションハイスクール指定へと繋ぎながら、その後も持続できるようなシステム構築を
行う必要がある。

体験的な学びの中では、失敗そのものも貴重な学習になるので、ウィズコロナもしくはポストコロナに向けて、学外で
の対面での様々な機会提供の場が実施できるようにプランニングして行けると良いと思います。手前味噌の話になりま
すが、EIL創設者のワット博士は、Learn to live together by living togetherという言葉を残しています。ホームステ
イ体験では、間違いを恐れずに意思疎通を図り、多様な人々と触れ合い「違いのあることを認識」することが重要とさ
れてます。まさにSTEAM教育の学びです。環境上、オンラインで進めざるを得ない事業が多かったと思いますが、沢
山の職種や異なる背景の人々との交流からできるだけ実践的な体験を得られる方向に向かえると良いと願ってます。

この活動は、全国的にみてもあるいは全教育プロセスの中でも大変、重要な活動であると思います。様々な分野での発
表、公表する機会を作り社会へ伝播する事と、日常化、平準化する上での次のプロセスへの進化を期待します。どうぞ
よろしくお願いします。

『多様性』『協働』『探究』『セレンディピティ』など重要なキーワードを中心にそえて、本校でそれを推進していく
ことで、生徒たちが自分らしさを発見できる学校になっていくと思います。そのスキームと取組について広く普及する
ことが、県内外へ大きな影響を与えると考えます。



ネクスト

アクション

身近にいるアジアの技能実習生などとの交流。外国＝西欧人ではないことをしっかり認識してもらう

スクールポリシーにあるグローバルでイノベーティブな生徒の資質を育成することに注力することを中心にした教育活
動を展開していくべき。生徒の３年後ではなく、生涯を考えたとき、どんどんフラット化しつつある世界で生きていく
マインドセット、ストック（蓄積型）社会からフロー（常に変化する）社会に移行する中で利他的な意識を持ち、充実
した生活を送るための創造力につながる活動を行う力が重要になる。その育成を、総論賛成、各論反対ではなく、⽬線
をそろえて行うこと。

地域社会や世界規模での実社会との繋がりを強化してゆくこと。まずは、地域社会からでよろしいかと思うが、熊本高
校の生徒の研究が、学校の中で完結するのではなく、これまで行われてきた以上に、社会との繋がりを意識した取組を
期待している。

全校生へ活動の広がりを見せて行くだけでなく、活動成果の広報活動、特に父兄や、他校への啓蒙、啓発が重要ではな
いかと思います。

同窓会の法人化や、卒業生の人材バンクデータ化など、資産の具体的な有効活用がまだであれば進めてみてはいかがで
しょうか。

熊本県に将来的にやってくるであろうＴＳＭＣ、台湾からやってくる子どもたちの受入・コラボレーション、そこを突
破口として今まで以上に世界に⽬を向けさせる仕掛けを考える。

ＷＷＬで実践してきた経験を生かし、今後は県内のイノベーションハイスクールを牽引していきたい。

素晴らしい探究活動の成果（結果だけでなく、プロセスも評価し）を社会や保護者にも積極的に広報する。
対話の時間・年度初めの時間が大切なので、その時期に研修等を学校として設定する。
生徒や卒業生に、ポリシーやレガシーを引き継ぐ際に関与してもらう。
負担感を減らす取組を学校内で行う。惰性の行事・慣習を見直し、ゼロベースで改革を行う。
（外部も含めた）様々な評価系を利用し、データで探究活動を修正しながら進める。
学校外のネットワークの力や役割を明確化し、連携のあり方を上手くマネージメントする。
日頃負担の多い先生が、他のコミュニティと繋がる中で心理的安全性を確保する。
探究活動を通した教育活動を、人事面談で項⽬立て、評価し、意味や価値を共有する。
熊本県教育委員会と最も密に連携を取る学校になり、県全体へ、波及していく役割を担う。



自分の色を探す子どもたち
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